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※本リリースは、京都府教育記者クラブ、文部科学記者会にて配布しております。 

≪本件に関する報道関係の方々のお問い合わせ先≫ 

⚫ メールでのお問い合わせ   Email：2022kanji@kanken.or.jp 

⚫ お電話・FAXでのお問い合わせ 

「今年の漢字」広報事務局 （株式会社ブレインズ・カンパニー内） 山本、荒川 

TEL：070-2471-1799   FAX：03-4580-7298 

公益財団法人 日本漢字能力検定協会 「今年の漢字」広報担当 鋤納（すきのう） 
TEL：080-6188-8505   FAX：075-532-1110 

※ご掲載可能な画像一式は、下記、URLよりダウンロードいただけます。 
https://bit.ly/3z81orK 

＜報道関係各位＞ 

 2022年 10月 31日 

公益財団法人 日本漢字能力検定協会 

 
一年のしめくくりに漢字一字で世相を表そう 

2022年「今年の漢字®」 11月1日（火）応募開始 
公式Ｔｗｉｔｔｅｒではプレセント抽選キャンペーンを実施 

 
公益財団法人 日本漢字能力検定協会（本部：京都市東山区／代表理事：山崎 信夫）は、今年一年

の世相を“漢字一字”で表現し、清水寺で発表する「今年の漢字」の募集を、2022 年 11 月 1 日（火）

午前 9 時から開始いたします。12 月 5 日（月）までの期間、2022 年「今年の漢字」特設応募サイト

（https://www.kanken.or.jp/kanji2022/）などから応募いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国民の最多応募数の漢字が「今年の漢字」に 

「今年の漢字」は、日本全国から応募された「今年の世相を表す漢字一字とその理由」を集計し、12 月

12 日の「漢字の日」前後に最多応募数の漢字を、京都・清水寺の森清範(せいはん)貫主(かんす)の揮毫

(きごう)により発表しています。1995年から毎年開催し、今年で 28回目を迎えます。 

インターネット・はがきでの応募者から抽選で 100名にプレゼント 

インターネットの特設応募サイトおよびはがきでの応募者の中から抽選で 100 名様に漢検オリジナル

図書カードなどをプレゼントします。さらに、2022年「今年の漢字」公式Ｔｗｉｔｔｅｒでは、「今年の漢字」にイ

ンターネットで応募したフォロワー限定のプレゼント抽選キャンペーンも実施します。また、全国の書店・図

書館、発表会場である清水寺などにも応募箱を設置しています。このほか、団体で応募データや応募用

紙を取りまとめての応募も可能です。 

2022 年も残り 2 ヵ月近くになり、今年の一年の出来事を思い返す時期になりました。子どもから大人

まで多くの国民の皆様に「今年一年の世相を表す漢字」を考え、応募していただくことで、漢字の持つ奥

深い意義を再認識していただける機会となれば幸いです。 

皆様が考える、2022年の世相を表すのにふさわしい漢字一字を、奮ってご応募ください。 

 

 

 

 

 

 

 

昨年は 223,773票の応募の中から、 
10,422票を集めた「金」が 1位に。 

※「今年の漢字」は登録商標です。 

募集開始のご案内 

１１月 1日から個人・団体での応募がスタート。 
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2022年「今年の漢字」 実施概要 

募集概要 

■募集内容 2022年の世相を表す漢字一字 

※2022年を振り返り、起こった出来事や世相からイメージする漢字一字と、その理由を明記してください。 

■応募方法 2022年の世相を表す漢字一字とその理由、その他必要事項を 

明記のうえ、下記のいずれかの方法でご応募ください。 

※受け付けは 11月 1日（火）からです。 

※1回の応募につき、漢字は一字とします。 

※同一人物の複数応募可。但し、同一の漢字は 1票のみ有効とします。 

＜個人での応募＞ 

①インターネット（「今年の漢字」特設応募サイト）でのご応募 

URL： https://www.kanken.or.jp/kanji2022/ 

2022年「今年の漢字」応募フォームから応募。 

※応募受付期間は、11月 1日（火）9：00頃から 12月 5日（月）23：59までです。 

※スマートフォン・タブレットからも簡単に応募できます。 

②はがきでのご応募 

【必要事項】2022年の世相を表す漢字一字とその理由、 

郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号 

【応募先】〒605-8799 東山郵便局 私書箱第 11号  2022年「今年の漢字」係 

③「今年の漢字」応募箱でのご応募 

京都・清水寺および漢字ミュージアム、「今年の漢字」応募箱の設置にご協力いただ

いている書店・図書館など、全国 1,300箇所以上(2021年実績)の施設で、所定の

応募用紙にてご応募ください。 

※応募箱設置期間は 12月 1日（木）までです。 

※設置場所は、「今年の漢字」特設応募サイト内でご確認ください。（11月中旬に掲載予定） 

＜団体での応募＞ 

① (学校・塾など）団体用応募用紙をダウンロードし、団体応募要項に従って応募。 

② 団体内にてテキストデータで収集し、特設応募サイトのマニュアルに従い応募。 

③ （企業・施設など）企業や施設に応募箱を設置し、とりまとめて団体応募。 

 
【学校・塾などでの応募について】 

無料でダウンロードできる「今年の漢字」のワークシートを「今年の漢字」サイト 

（https://www.kanken.or.jp/kotoshinokanji/）に掲載しています。 

 

【企業・施設での応募箱の設置について】 

ご協力いただける場合は、「今年の漢字」特設応募サイト上にある、「応募箱 請求フ

ォーム」よりお申し込みください。「今年の漢字」応募箱セットを無料でお送りします。 

※応募箱セット受付期間：2022年 10月 3日（月）～11月 21日（月） 

※応募箱セットの数は限りがございますので、ご希望の方はお早めにお申し込みください。 

 

■応募受付期間 2022年 11月 1日（火）～12月 5日（月）必着 

■今年の漢字に関する情報はこちら https://www.kanken.or.jp/kotoshinokanji/   

公式 Twitterアカウント (@Kotoshinokanji) 
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■一般の方からのお問い合わせ先 

公益財団法人 日本漢字能力検定協会 

 メール：planning◆ic.kanken.or.jp  （◆を@に代えてご入力ください） 

電話：    0120-509-315 （月～金 9：00～17：00 祝日・お盆・年末年始を除く） 

 

■プレゼント （個人応募のうち、①インターネットまたは ②はがきで応募された方が対象） 

・漢検オリジナル図書カード 10,000円分                       5名様 

・漢検オリジナル図書カード 5,000円分                            10名様 

・漢検オリジナル図書カード 500円分                        25名様 

・漢検オリジナルグッズ                     60名様 

 ※当選者の発表は、2023年 1月下旬の賞品の発送をもってかえさせていただきます。 

 

■Twitterプレゼントキャンペーンについて 

 2022 年「今年の漢字」を盛り上げるため、公式 Twitter アカウント (@Kotoshinokanji)にて、

漢字ミュージアム関連グッズ3,000円分が5名様に当たるプレゼント抽選キャンペーンを実施します。 

 ・キャンペーン期間：2022年 11月 1日（火）～１２月 5日（月） 

 ・対象：Twitterアカウントを持ち、2022年「今年の漢字」の応募をインターネットで完了した方。 

 ・応募方法 

① 2022年「今年の漢字」(@Kotoshinokanji)をフォローする。 

② 「#今年の漢字プレゼント」のハッシュタグとともに、2022 年「今年の漢字」応募完了画面の

画像を投稿する。 

  ※当選者には、12月下旬に同アカウントよりＤＭにて当選のご案内をお送りします。 

 

 

「今年の漢字」結果発表 

■発表日 2022年 12月 12日（月） 

■発表場所 京都・清水寺 ※詳細は後日お知らせいたします。 
 

12月 12日は「漢字の日」 

当協会は、漢字の普及・啓発活動の一環として、日本国民に奥深い漢字の意義と日本文化を伝承する目的

で、12月 12日を「漢字の日」と制定いたしました。 

12月 12日は「いい字
じ

、一
いち

字
じ

」。日本人一人一人が毎年、「いい字」を少なくとも「一字」覚えてほしいという 

願いを込めています。 
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2022年の主な出来事 

1月 大学入学共通テスト 試験中の問題流出や、会場での切りつけ事件が発生 

トンガの海底火山で大規模噴火、日本にも津波到達 

2月 北京五輪開催 日本は冬季最多 18のメダルを獲得 

ロシア軍、ウクライナへ侵攻開始 

3月 宮城・福島で震度６強の地震、東北新幹線が脱線 

濱口竜介監督の「ドライブ・マイ・カー」が米アカデミー賞の国際長編映画賞を受賞 

4月 成年年齢が 18歳に引き下げ 

知床半島沖で観光船「KAZU Ⅰ」が沈没 

5月 銀河系の中心にあるブラックホールを世界初観測 

沖縄の本土復帰から 50年 

6月 囲碁 仲邑菫二段、最年少で公式戦通算１００勝を達成 

円安進む。6月 22日時点で 1 ドル=136円台、24年ぶりの水準に。 

7月 侮辱罪厳罰化、改正刑法施行 

安倍晋三元首相が銃撃され死亡 

8月 第二次岸田内閣発足 

全国高等学校野球選手権大会、宮城県・仙台育英高が東北勢で初優勝 

9月 英 エリザベス女王崩御、チャールズ国王即位 

大相撲秋場所、最年長 37歳 10か月で玉鷲が優勝 

10月 ヤクルト村上宗隆選手が史上最年少で三冠王。58年ぶりにホームラン記録更新 

日本政府の観光支援策「全国旅行支援」スタート 
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過去の「今年の漢字」と選定理由 

 

 

  

1 1995年 「震」 阪神・淡路大震災や、オウム真理教事件、金融機関の崩壊などに「震えた」年。

2 1996年 「食」 Ｏ１５７食中毒事件や狂牛病の発生、税金と福祉を「食いもの」にした汚職事件の多発。

3 1997年 「倒」 金融機関など経営破たんの続出。サッカー日本代表が並み居る強豪を倒してＦＩＦＡワールドカップ初出場決定。

4 1998年 「毒」 和歌山のカレー毒物混入事件や猛毒ダイオキシン、環境ホルモンなどが社会問題に。

5 1999年 「末」 世紀末。東海村の臨界事故や警察の不祥事など信じられない事件が続発して、「世も末」と実感。

6 2000年 「金」 シドニーオリンピックでの日本人選手の金メダル獲得や、南北朝鮮統一の実現に向けた“金・金”首脳会談など。

7 2001年 「戦」 米国同時多発テロ事件で世界情勢が一変し、対テロ戦争、炭疽(たんそ)菌との戦い、世界的な不況との戦いなど。

8 2002年 「帰」 日本経済がバブル前の水準に「帰り」、昔の歌がリバイバルされ大ヒット。北朝鮮に拉致された５人が２４年ぶりに帰国。

9 2003年 「虎」 阪神タイガース１８年ぶりのリーグ優勝、「虎の尾を踏む」ようなイラク派遣問題など。

10 2004年 「災」 台風や地震などの記録的な天災や、イラクでの人質殺害や子どもの殺人事件など、人災が多発。

11 2005年 「愛」 紀宮様のご成婚、「愛・地球博」の開催、各界で「アイちゃん」の愛称の女性が大活躍。

12 2006年 「命」 悠仁様のご誕生に日本中が祝福ムードに包まれた一方、いじめによる子どもの自殺など、痛ましい事件が多発。

13 2007年 「偽」 身近な食品から政界、スポーツ選手にまで次々と「偽」が発覚して、何を信じたら良いのか、わからなくなった。

14 2008年 「変」 日米の政界に起こった変化や世界的な金融情勢の変動、食の安全性に対する意識の変化など様々な変化を感じた年。

15 2009年 「新」 政権が交代し新内閣が発足、アメリカでも新大統領が就任、裁判員制度やエコポイント制度などの新しい制度も始まった。

16 2010年 「暑」 猛暑日の連続で熱中症にかかる人が続出、地球温暖化の警鐘を感じた。

17 2011年 「絆」 東日本大震災など大規模災害の体験から、身近な人との絆の大切さを再確認した年。

18 2012年 「金」 金環日食など天文現象の当たり年、ロンドンオリンピックで日本史上最多のメダル獲得など数多くの金字塔が打ち立てられた年。

19 2013年 「輪」 2020年オリンピック・パラリンピックの東京開催、富士山の世界文化遺産登録など、日本中が輪になって歓喜に沸いた年。

20 2014年 「税」 消費税率が17年ぶりに引き上げられ、「税」について考えさせられた年。

21 2015年 「安」 戦後70年の節目の年に安全保障関連法案の採決を巡り、国論が二分した。

22 2016年 「金」 リオオリンピックの日本人選手の「金メダルラッシュ」と4年後の東京オリンピックへの期待が高まった年。

23 2017年 「北」 「北」朝鮮ミサイルの「北」海道沖落下や九州「北」部豪雨などの災害から、平和と安全の尊さを実感した年。

24 2018年 「災」 北海道・大阪・島根での地震、西日本豪雨など、日本各地で起きた大規模自然「災」害により、多くの人が被「災」した年。

25 2019年 「令」 新元号「令」和に新たな時代の希望を感じた一年。法「令」改正、法「令」順守、警報発「令」としても使われた年。

26 2020年 「密」 新型コロナウイルス感染症が日本を含め世界的に流行。日々の活動が制約され、「密」という漢字一字を意識し続けた年。

27 2021年 「金」 コロナ禍で開催された東京オリンピックでの日本人選手最多「金」メダル獲得により、世の中が明るく照らされた年。

28 2022年 「？」

2021年の企画展の様子 

 

「今年の漢字®展」 開催中 

京都・祇園の漢検漢字博物館・図書館（漢字ミュージアム） 

では、企画展「今年の漢字展」を開催しております。 

「今年の漢字」開催初年の 1995 年から 2021 年までの大

書現物をすべて展示します。日本の世相の移り変わりを迫力の大書とともに

お楽しみください。 

● 開催期間：開催中～2023年 2月 26日(日)予定 

● 開催場所：漢字ミュージアム 2階 

● 2022年「今年の漢字」大書：2022年 12月 22日(木)展示開始予定 

● ウェブサイト： https://www.kanjimuseum.kyoto/  

 


